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はじめに

紀元前六世紀頃にインドで誕生した仏教は、アショーカ王の日制tにはインドを飛び立ち、東南アジア

や南アジアの国々にも伝播し、まさに世界宗教となる土台を築きあげt4， しかし、様々な要因により徐々

にその前回溝くなって行き、現在インドにおし、てはほぼ滅亡状態になっている。現在インドで仏新走

とし、えば、 一清支的には、アンベード、カルの指導のもとに興った「ナヴァヤーナ」肘avayana)品、う新仏

新走のことを指すことが多く、幾多の研究情果も残されてしも。しかし、ヒンドゥ一新走が 80%以上を

占めるインド社会に如、ては全く目立た如、相主ではあるが、新仏新走とは異なる伝統を持つ仏新走た

ちがインド東部・オリッサ州の一部lこ荊生する(図1:インドの中で/におけるオリッサ川|の位置及び

調査士制痴。その相生は鰐見することができなしも彼らは新仏教に改宗した者で、はなく、古来よりの仏教

徒の子孫であり、現在も自らをブ喋仏新走であると主張している。「サラーカ」という仏弟子を意味する

カースト(臼rak吋副)に属している。本論文では彼らのことを紹介し、ヒンドゥー教カ可厨立を占めるイン

ド佐会において、彼らがどのように自分たちのアイデンティティを保ち続けているのかを考察する。

オリッサの仏新走の分類

オリッサの「仏新走」と言われる人々は、以下の三つのカテーゴリに分けることができる。

1. ナヴ、アヤーナの仏新走

インドの他の出或にもよく見られるように、カースト制度の最下層に置かれる「ダリットJ(不可

触即たちの中には、ヒンドゥ一社会の差別から解放されたいという目的で改宗し、ナヴァヤーナ

のグルーフ。に所属する者たちが多くし、る。2∞7年4月14日に起こった出来事はその→列で、あるlo

オリッサ州ケーンド、ラーパラ~(Kendra伊由)地区のケラダーガル'(Kera由garh)にある約 3∞年の歴

史を持つジャガンナータ寺院がある。その都完に入ることを拒否されたことが発端となって、アン

ベードカルの生誕日に当たる4月14日に約1C削人のダリットたちが集団で、仏新起こ改宗したこと

があっt4， ここで注目すべき点は、彼らの改宗には、彼らが仏教の教え同惑化されたということよ

りも、ヒンドゥ一社会への強ゆ識の意思が表れているということである。

2. 正式に改宗をした個人仏新走

社会の最下層のダリットだけでなく、バラモンやクシャトリヤなど上位カーストの者たちも、近年、

ヒンドゥー教から仏教へと改宗している例が見られる。彼らは、役所へ関係書類を提出し、個人単

lオリヤ一語の新聞 『サムパーダ](Samb剖a)，2∞7年4月15日。
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位で仏教に改宗している。家族すらも含まれない。(ダリットの場合は、コミュニティ全体で集団

改宗する例が多く見られる。)これは非常に稀な事例であるが、近年はこのような傾向を持つ改宗

者が増えつつある。彼らは特定の宗派やグルーフ。等に属さなし私新走である。2011年の調査の際

に協力を仰し、だ、ブ、パネシュワルの大菩提会幹事蹴re凶y)で、あるDr.S. K. Mohapatra fv-:::ラモン階

級出身者であるが、現在は改宗して仏新起こなっており、仏教の教えに基づいた教育を普及させる

努力をしている。 iMohapa回」はオリッサにおけるバラモン附設の者が持つ姓の一つで、あるが、彼

はその姓を用いながらも、カースト制度を否定する仏新起こなっている。同様に改宗している他の

人々の場合も同じで、あった。Mohapa岡氏に改宗の理由を尋ねると、「仏教の魅力にひかれて」と

答えteo

このようにして「ヒンドゥー教/カースト制度への抵抗」と「仏教の教えの景第華」とし、う二つの

目的で、近年、仏新走に改宗してし、る人々が荷主する。

3. 古来より続く仏新走

オリッサで、仏教が栄えてし、た日朝tに宿主してしザこ仏新走たちの子孫のことである。彼らの 99%は

手織りや染色を生業にしている。オリッサで、は、一向賄句な織り手は「タンティーJ(加的と呼ばれ

るが、それと区別するために彼らは「パウッダ・タンティーJ(bauddha-凶百)、つまり仏老新財走の機

織りと呼ばれる。彼らはさらに2つのグ

(附s細創云法ka-刷紅)とランガニ一.夕ンテイ一寸(rail:伊llI-伽百的)でで、ある。前者は樹織りであり、後者同様糸中

心の染物屋である。

オリッサにおけるι教徒の人口

オリッサ州の仏教徒につして考察するには、まず、オリッサにおける全仏新走が人口のどの程度の割

合を占めるのかを拒握する必要がある。そのデータをし、くつかの資料に基づし、て樹其したい。まずは、

国勢調査のデータである。2011年の第 15回国勢調査出終了しているが、 宗教に関する正式なデータは

まだ公開されていないため、 2001年に行なわれた第14回国勢調査のデータに基づく。2001年のデータ

によればオリッサの仏教徒は9，863人で、あった20つまり、オリッサの全人口の0.02%を占めていること

になる。それに比べてヒンドゥー教徒は94.35%にも達する。

別のある研究調査によれば、オリッサにl訴句120，0∞人の仏新走が17カ所の主要町村に居住してしも

ようであるとすなわち、それは全人口俳句0.32%を占めることになる。調査を行なったMohanty博士を

2 Census Refer町田Tables，C-Series Population by Religious Comm町曲es(www.白nsusindia.gov.inを参照)
3 Mohanty，2αl6，p.110. 
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尋ねると、彼は自ら調査を行なったと言い、仏新走の一部の村落の詳細データも公開している4。このデ

ータによれば東オリッサの古来より伝わる仏教徒のみの数は1，965家族に属する 10，260人になる。これ

は国勢調査のデータに示されてしも全仏新走の数をも遥かに上回ってしも。

上記の二つのデータ以外に、マーニアーパンダ村の在家仏新走協会がおよそ5年前に行なった調査に

よって得られたデータもある。そのデータは、オリッサに古来より居住する仏新走のサラーカたちの数

を1，177家族とする。一溺矢が8人で構成されているとブ喋酎巴に仮定すると、その数は9，416人になるで

あろう。

さらに、 1949年に発行されたサラーカコミュニティについて初めて述べた本によれば、当時すでにサ

ラーカ仏教徒のみでも8側人はいたとされている50

これらのデータは全く一致していなし、ことが一回目勝ミである。なぜこのような差が生じるかは疑問で

ある。異なるデータは前生しているけれども、ともかく、それはオリッサ州にある程度の仏新走が住ん

でいることを証明してしも。このような理由から、オリッサにおける仏新走コミュニティの正確なデー

タを調査し収集することが必要である。それを今後の課題としたし、。

サラーカ仏教徒の歴史

次に、本論文においては、上述の、オリッサに居住するいにしえよりの仏新走の中のサラーカコミュ

ニティを中心に考察する。このコミュニティでは全員自分の名前の後に「∞サラーカ」としづ語を付け

る。uサーラカ」とし、うのはサンスクリット語の「シュラーヴァカJ<srav北a仏弟子>が変形したもの

であると言われる。シュラーヴ、アカ(sravaka)→サーラカ(saraka)→サラーカ(saraka)とし、うように変化し

fこ。)残念ながら、サラーカコミュニティの起原や歴史を伝える資料は非常に少ない。その限定された資

料を以下に紹介する。

1. ~マーダラーパーンジ』伽袖降硫ji ) : 12断臥降のオリッサの王朝の歴史や出来事を諸宗する年

代記し、くつかの編纂されたものがあるが、本論文ではArttaballabhaMOHANTY (吋)， M励伸抑1，

Friends' Publishers， cu伽ck，2∞1を参考にする。
2.Sa由shi凶臥JRA，Buddha励 'aoBau励。dhanna，publish吋byN. C Das， Badarnb九1949:今から約ω年

前、マーニアーバンダ村のSadashibaPa岡氏によってオリヤ一語で書かれた小さな私家版の著書である。

現在のところサラーカコミュニティの歴史や社会構造についての唯一の著書で、あり、最も参考にすべき

資料であると言える。小学校の親市をしてし叱Patra氏はマーニアーパンダ村のサラーカコミュニティの

4 Mohanty，2αl6，pp.111・112.
5 P仙沼，1949， p. 139. 
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一人であり、今でも村人たちに大変尊敬されている人物である。今回の調査の際に氏の息子と話しをし

たところ、氏はこの本をいくつかの員葉写本、そして当時、生き菩薩と称される村の唯一の出家者であ

ったMa伽aDeba匂氏(1;抑制問1ll1labauddha sanny討 J<司被で、第一の仏新槽侶>と村人たちに称さ

れる)から口伝で伝えられたことに基づき本書を書かれたとのことである。

3.晶ritaDASH， The Bud伽 Tan前 of伽 'sa;・αlωrιkたnti，かandResUriJ?nce of an Ancient Guild of Buddhist 

階ω{?rs，S∞iety for Envirorunental Action and Restoration of Cultural Heritage， pwi， 2002 :サラーカコミュニ

ティについて書かれた著書であるが、 Pa岡氏の存命中、近くの村の品ritaIWm氏梢皮と会い、彼から

得た情報に他のいくつかの二次資料を加えて、 書き上げられたものである。これは、結局1と2の資料

を主に参考にして書かれているため、 1と2の資料を中心にして、サラーカコミュニティの歴史を辿っ

てみたいと思う。

しかし、これらの資料及。司云承にはところどころ矛盾しているため、サラーカコミュニティの正確な

歴史を明かすのは甚だ難しいが、それを以下のようにまとめて、彼らの歴史に関する一つの考えを整理

した上で、その偏見を述べたし、

中世オリッサには大勢の仏新走たちがし、t4， Madana Mahadeba王 (R可制eswaraII 1170・1194)王の仏教

迫害により、一時的に彼らの相生が目立たなくなったが、 PD王の時代まで約3∞年の聞に徐々に復活し

t4， Pratap制的Deba王 (149か1538.以下PDと略す)王は仏新起こ対して悪意を持ってし、なかったが、

王妃の一人はバラモンを尊敬していたため、テストに負けた仏教の僧侶を追い出すことにしfこ。ここで

は、テストに参加していた僧侶のみが追い出された可能性が高し、。その時に、何らかの理由で、Chaudwar

にベンガノ附|のBarddharnanのJayanandi木村も来た50人のサラーカ(在家の仏新走)たちがし、九さ

らに、プリー近郊のDarn吋arpurにも大勢の仏教徒がいt4， PD王とその王妃のLak与rr宣伝恒例皮らをパト

ロンして、 4人の代表者に別々の機会にターノ〈ンを巻いて名誉を与えた。その4人の代表者から後に4つ

の氏族(由加a)ができた。それは今も継続しているl.Pra匂削drathana， 2. Chaudwara曲面a， 3. 

D加吋ar叩urathana， 4. Lakh面白加である。理由は明らかではなしが、ベンガルから来た仏新走たちの

姓が今も多く用いられていて、サラーカたちの方言に少しベンガル藷の影響があることに気付く。

仏教徒の中村ーニアーパンダ

パダンパー但a也mba)、 ティギリアイ日伊湖、バーンキ但加制)、 アータガノJ.，{Athagarh)、パーリピシ

但alibishi) ーオリッサのこの5つの出或は「五つの[仏劇国 (pancaI可ya)と言われ、 「オリッサ在

家仏教徒協会J(i仁対iSaBauddha Srab北a晶m司a)を組織している。サラーカを白羽すする仏教徒たちは主

にこれらの出或に居住してしも。その内、 Ba出m切地域のマーニアーパンダ例制iabandha)村は、村の全
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人口の約80%を仏新走が占める最大の仏教徒例代、ある。「オリッサ在家仏新走協会」の約1α削人の仏

新走の内、約4c削人がこの村に住んでいると言われてしも。

サラーカコミュニティの村落のことは 「サラーカ・パンタJ(品副caP:加tha)と言われる。コミュニティ

全体は上記の4つの氏族に分かれている。これらの4つの氏族中3氏族はマーニアーノえンダ村に住んで、

いる。

マニアーバンダは州都ブ、パネシュワノレから北新司85キロメートルの臨白こイ立置する小さな村落で、ある。

言し、伝えによれば、 1M如iaJは ImaniJ(つまり真珠)から、そして、 IbandhaJは IBuddhaJから由来

しているとしづ伝承がある。故に、 「陥 niabandhaJは「ブPッダの真珠」としづ意味を持っていると言わ

れている。

村人たちは自分たちのことをマハーヤーニー仙hayani)と言い、新仏新走ではなし、と主張する。むしろ、

彼らは自分たちをオリッサのみならず、全インドにおける唯一の「伝統的に紺銃してし、る仏新走」であ

ると{言じている。

三蔵法師玄奨はこの村を訪れたことがあり、その時に村人たちはとても細かし、織り目のサリーを法師

に贈呈し、法師はそれを一本の竹の中に入れて持ち帰ったとその子孫たちは言し、伝えている。三蔵法師

が訪問するほど仏教の由来を持っていたこと、そして約六メートルもありながら竹一本の中に入るほど

細かく織られたサリーは、織防職人の高度な揃貯を表わすものとして今なお人々の自慢の種である。こ

¢伝承が、どこまで歴史的な事実に基づいているのかは判断し難いが、 三蔵法師がカリンガ地方(現在

のオリッサ)へ旅したことは『大唐西おj諸国によって確認で、きる九そして、その中に述べられている補

溢働T時萱僧伽藍肌l~a伊i Mahavihara)はマーニアーノ〈ンタマ村からそれほど遠くなし、ところに位置してし、

るので7、このような伝承も全く鰯見することはできなしL

日本山妙法寺大僧仇船倉IJ設者藤井日達上人 (1885~1985 年)が 1970年 11 月 22 日にこの村を訪問さ

れたとのま録が残っている。州都ブバネシュワルの郊外にあるダウリギリのhauli伊i)の近くに流れてし、

るダヤー)1旧)aya 慈悲を意味する)は歴史的に有名なカリンガ戦争の闘われた場所としてよく知られて

いる。王知生もアショーカ王の勅命で刻まれた11の石碑が残されている。そのすく測に藤井上人が世界平

和を願って建立した真っ白の仏舎利塔がある。その塔の建立の際にマーニアーバンダの仏教徒コミュニ

ティは自ら進んで大きな労働力を提供したため、藤井上人はその協力計刊面し、村のほぼ中心に小さな

記念柱を建てt4， 村人ーたちも藤井上人のことを「フジイグルジー」と親しく呼んでいたc

ダライラマ 14出去王も 1973年この村を訪問し九その際に彼は、この仏教徒コミュニティの発展の

6 ~.大唐西域言回巻第十、 T51 、 p.928b'"'-'c.
7 DASH，2∞9，p.1. 
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ために 20Jαゆルビーを寄付した。 この寄付金でダライラマ機織り協同組合江副aiLama 

W伺vers'Co-operativeSociety)とし、う組織を立ち上げ、仏新走コミュニティをまとめ、系列化している。

マニアーバンダ村民の仏教信仰

この村には6つの小さな仏教都完がある。その中の、 1920年ごろに建立されたスニアーパートナ」・

サーヒ(Suniapa同as油iりにある寺院はメインの都完として扱われている(図2:Suniapa同asahiの仏教寺

開 。寺院の入り口に上座音肘ム新走によってよく唱えられるパーリ語経典の一部 lnamoωsabhaf}21UfO 

arah仰 sammas，ω1伽幼ωsαJ (カめ阿羅漢であり、正覚者である世尊に帰依し奉る)がオリヤ一文字で

刻まれている(図3:ノfーリ語・オリヤ一文字で書かれた仏典の一音問。これは後に1957年ごろに加えら

れたようである。寺院の頂上にインドの国旗、仏教の旗と法輪(dharma-c山ョ)が飾られている。寺院にイ

ンドの国旗が飾られているのを見たことがなかったため、その理由を尋ねるとDeba匂氏は「我々の信仰

やカーストが何であろうか、ますぞ私たちはインド人であるに違いないので、多信仰の統ー性の釘教であ

る」と答えた。

寺院内に小さな仏像以外に2体の大きな仏像が安置されている(図4:S山由pa加1asahi寺院内に把られ

ている2体に仏像)。一つは最も一員姐守に見られる触地印(bh加也p訂Samudra)を結んだ座像仏で、あり、シ

ンフ。ルな袈裟をまとっている姿である。これは、 1954-55年ごろミヤンマーから寄贈されたもので、ある。

しかし、その前の約 1925~1930 年に安置されたと言われるもう一体の仏像は注目こ値する。 この仏像は、

比較的豪華な袈裟をまとい、 首飾り等も身に付けている。仏陀の三十二相の一つで、ある烏調或沙 (usni:組

頂上の肉)の変わりに頭の上に結教jata)が見られる。四本の腕を持つこの座像仏は両前腕で慣習、してい

る姿の定印(dhy如amudra)を結び、両後ろ手で、与顕印(vara也 mudra)を結んで、し、るように見える。村人た

ちはこの仏像のことを苦行者の数即asvI-而伊)と恩恵を与える数訴助副a-lUpa)の合体した形で、あると言

フ。

この村には出家を希望してしも者が 2人しザこが、出家の方?去などにつして全く伝承を有しなし、ため、

結局出家者は現在では一人もいない。過去にはこの木、Tからー名のみ出家者が出ている。前述の Madana

Deb翻がその一人であるが、彼は菩薩として村人たちに奉られている。百年以上も前に活躍した彼の写

真を見せてもらったが、彼は、外見上は仏新走の僧侶の格好をしておらず、むしろどこにでも見られる

ような一般人の格好をしていた阻止Mania加ndha村の唯一の出家者Ma由naDebata氏)。

中世に仏教とヒンドゥー教の交流により、『シシュヴェーダ』白(S話uveda)という五番目のヴェーダ文献が

8 オリヤ一語でサーヒは~町の意味をする。
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書かれた9。サラーカたちによって使われていた員葉写本などにそのヴェーダについて述べられている。

これは、サンスクリット、パーリ、ベンガノレ、オリヤ一語など多くの言語が混ざって、何とか意味を理

解できるが、文i去上、その角評穴は難しい。幾つかの断片的な部分を彼らは口伝で覚え、様々な宗教儀式

の際に今も唱える。特に、以下の文時桔婚式やその他の儀式の際に多く用いられるlt

油凶saP制 ma品加nabairabaddha bibarjita 1 叫ãc~a 凶bãs伽 b加d品加古戸 namonamaり 1 namaste 

baud也 debayarhanan帥位abhü~at:larh 戸伊n柄 subha耐camadhye釘 b討aye帥 a1 ja伊 matha

伊rubudcll凶伺dhann制 krasu制加制110巾}命abralunan耐せincaca回murttisthitarn bh司etl

これらのお経を覚えて、誰でも結女聖武葬式、命日などの行事を行うことが可能である。そのため

に特別なヒンドゥー教の僧侶のような職はない。他人のために行なう時に、お布施キコ幸問削をもらう習

慣も如、このような役割を果たす者はカルマニア~(K釦nat:lÏã つまり様々な宗孝桁事改組na>を行

なう者)と呼協もる。現在、 KeshabaChandra P:拍司氏がその役割を果たしている(図6:カルマニア

ーの約を果たすK回habaChandra Pa田氏)。

このコミュニティの人たちは自分たちのことをマハーヤーニーと称しているが、大乗子主典ではなく、

ノfーリ語の土産部仏教の経典を唱える。さらに、SadashibaPatra氏によって著わされ、マーニアーバンダ

仏教徒協会によって出版された『ダッマパダ』のhan1illap副a)<1978年>、『トリラトナ・パンダナー』

(Triranω Bm的00)<1卯7 年>、『ブッダー・リーラー.~ (Buddha l1お)<1998年>、など固有のテキスト

も用し、られる。

『ダッマパタ1は有名な仏典『法句経』のパーリ語原文、及び、オリヤ一語で詩形式を用いて書かれ

たそれの解釈書である。

『トリラトナ・パンダナー』は、花、お香、灯明などを用し、た仏樹首の三宝の供養方法、五戒pa抑制

とその説明、 二十八過去仏への帰依文、供養により得られた功徳の回向(pUQyanumodana)、許しを請う

文~ãprarthana)などについてパーリ語で書かれた本であり、オリヤー語の解釈文割合、てし、る。

『ブPッダー・リーラー』は仏陀の誕生から入滅までの生涯が詩形式で書かれたオリヤー語の書物であ

る。最初の柵克丈及び最後の守護を請う讃煩はパーリ語で記されてしも。テキストの中に所々仏典から

ノミーリ言吾やサンスクリット語の偶も引用されている。上記の『ブ、ッダー・リーラー』と合わせて、詩は

ナヴアークシャリー・チャーンダ(nav法号anch如da)と言われる9文字を使用したオリッサの最もポピュラ

9 Pa回，1949，p.148.
10 Pa回ヲ1949，p.148.
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ーな韻律に基づき書かれてし、る。そうすることによって人々に唱えやすくすることが目的である。

これらの作品はPa岡氏のサラーカコミュニティだけではなく、オリッサにおける仏新走たちへの偉大

な貢献を物語っている。

上記の 『トリラトナ・パンダナー』に記されている供養方法とその供養文はスリランカを始めとする

タイ王国、ビ、ルマなど、の上座部仏教の国々で、は昔から使われていること岬師、された。彼らは、自分た

ちは大乗仏新走であると口伝により信じており、日本の日蓮宗の藤井日達上人やダライラマ14出去主と

も闘があるにも関わらず、大乗仏教的な経典や供養方法を用いないで、テーラヴァーダ様式に従って

いる。村人たちと話しをしたところ、彼らは大乗仏新走と言っても、実は、テーラヴァーダとjc乗仏教

の違いすら知らない。単純に五戒を守り、 三帰依文を唱え、仏陀を崇拝する信干しく知っている者で、も

四諦や八正道まで)とし、った単純なやり方だけて対皮らは仏教への信仰を表わしてしも。

サラーカコミュニティの仏教への信心探さは彼らの毎日の生活に見られる、ある小さな例からも窺え

る。通常、オリッサにはサーラとしづ樹の葉やバナナの葉を食事の時に皿代わりに使用する。しかし、

この木村私は蓮の葉に乗せられた食事をし、た泊、た。通常のやり方と異なり、彼らは蓮の葉の裏側を使

ってし、t4， なぜならば、蓮の葉の表側は仏陀のために用いられるのが常だからである(図7:食事の際使

用される蓮の葉)。

この村に限らず、サラーカコミュニティの全ての人々は在家仏新走のために定められた五戒(pancas刷

つまり、不殺生戒、不与取戒、不す附呈戒、不妄語戒、不飲酒戒を厳しく守る。第一の不殺生戒を守るた

めに、彼らは完全に菜食である。野菜で、あってもニンニク、タマネギ、カリーフラワーなど不浄や無知、

怒り、性欲、高慢等を生じさせるか伽UlSika)と思われるものも口にしなしも

サラーカたちはオリッサにおけるカースト制度やサブカースト制度に属していない。彼らは「サラー

カ」という特別なカースト(白地a-jati)に属する。マーニアーパンダ仏新走協会は1973年の倉位以来、そ

の幹事を務めている民bata氏によれば、土地折有名義認証書に彼らは昔から 「サラーカ」とし、うカース

ト名を記していたが、過去10年ほど前から 「バウッダ・サラーカ」と記している。彼らの用いるMahapa加

という姓はオリッサのバラモンカーストの姓と同じであるが、サラーカたちの場合、それは性というよ

りも本来族の主としての役職である。1996年 12月6日(1201l/44!96-BCC)11よりサラーカたちは 「他後

進階層J~倒lerBackward Oasses)に属することになり、インド〕財守からの援助が届くようになった。

彼らの仏教への信仰はその職業にも反映されている。昔から受け継がれている村人たちの唯一の職業

同鱗哉りである。これは、 「マーニアーバンタ鴻与勺と呼防もるオリッサの優れ丸箱防対矧すの一つで、ある。

11 National Commission for Backward Classesの公式サイトwww.ncbc.nic.inを参照。
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この職業は釈尊が示した八正道の一つで、ある正命(samma-aji悶)に導カれているため、彼らも最も適して

いる職業であると信じている。なぜならば、この職業により殺生したり、人を憎んだり、人に嘘をつい

たり、誰にも精神的・肉f柏句に害を与えたりしなし、からである。不殺生の戒律を厳格に守るために彼ら

はシルクの樹哉り作業はしなし、ことにしている。仏教の教えと出会う機会は十分ではなし、が、彼らは自

分たちの織物断I>Iを通じて釈尊の教えを少しでも人々に伝えることを願って、仏陀のイメージや八E董、

三帰依文、四諦等をオリヤ一文字で持哉ってし、る。これは売り物としてではなく、仏法普及のための贈り

物として使われる(図8:仏陀の教えが織られた贈り物)。

サラーカコミュニティに見られるヒンドゥー要素

前述のSuniaPa凶 a晶Mの寺院はヒンドゥー寺院に非常に似ている。ヒンドゥー寺院の入り口のライオ

ンの円(sirtJhadv加)と同じく二頭のライオンが立ってしも。寺院の頂上にある旗と法輪(dharma叫叩)は、

オリッサのジャガンナータ(Jagannatha)寺院において普遍的に見られる青輪(r司acakra)を思し、ださせる。ジ

ャガンナータ都完出必ずヴィシュヌ神の持ち物で、ある輪(伺凶)によって飾られる。オリッサにおいてジャ

ガンナータ神はヴィシュヌ神の10体の化身の内の一つ 6第9番目)と見なされる。なお、通常はヴィシ

ュヌの第9番目の化身は仏陀とされている。

この都完の毎日の宗新T事はヒンドゥー教の仕来りで行なわれている。クリシュナ神やヴィシュヌ神

に捧げられる聖なるトゥラシー(tulasi)葉は仏陀にも捧げられる。この都完を訪問する時に神様のお下がり

としての葉と聖なる水をいただくことがある。このような風景はオリッサのどのジャガンナータ寺院に

行っても見られる。

しかし、面白いことにクリシュナ神の神f象もすぐ側に安置されて、仏像がそれと並んで供養されてい

る。さらに、都完のすぐ側にトゥラシーの大きな樹がトウラシー・チャウラー(削lasicaura)と呼ばれる寺

院の形をした高い台の上に植えてある(図 9:トゥラシー・チャウラーに杷られるトゥラシ一樹)。これ

もオリッサのヒンドゥー教の女性の日常生活に欠かせないものである。オリッサのヒンドゥー教の女性、

特に既婚女性は、朝の討裕後必ずトウラシ一樹に水を注いで供養する。サラーカ女性たちも同様に行な

っている。

既に述べたように、オリッサのカースト制度には従わないが、サラーカたちもある種のカースト制度

を持ってしも。同じ古来よりの仏新走で、あっても、彼らはランガニー・タンティーの仏新走コミュニテ

ィと婚姻関係を決して持たない。それは彼ら独自のカースト制度に準ずるものである。「サラーカ・カー

スト」同士以外の結婚は決して許されなしL ちなみに、スリランカの仏新走の聞にもカースト制度が存

在する。
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結婚式を見て、直ちにヒンドゥー教の式と区別を付けることは難しい。サラーカたちもヒンドゥー教

で、行なわれるハスタ・パンダナ(hasta-bandh佃a12)やアグニ・サークシー(昭世-S~ïI3)などのメイン儀式を

行なう。

Deba匂氏の息子は大判完の教育を受けた人である。彼の妻が数ヶ月前他界した際、彼はプリーにある

スヴァルガドゥヴァーラ(Svar伊dvara)、つまり「天国への入口」と言われるヒンドゥ一新走にとって最も

望ましい火葬場で妻の火葬式を行なった。彼は、仏陀とともにヒンドゥー教の他の神々にも毎日ギー

(出田)の灯明を捧げる。彼と再婚した妻はコンビュータサイエンスを専門にした教育を受けている。彼女

は他のヒンドゥ一女性のように毎週錨翠日に断食してサントーシ一女神(S佃 to宇.-mata)の供養を行なう。

このように、高度な教育を受けた者でも、仏新走でありながらヒンドゥー教のやり方に従うことは、

仏新走が長年ヒンドゥ一社会と共存してきた結果と言えるであろう。

サラーカコミュニティのユニーク性

サラーカコミュニティの日常生活やその宗教慨合、を考察した結果、以下のようなユニーク性が認めら

れfこ。

1.ヒンドゥー耕土会との平和な共存:今までにヒンドゥ一新走たちと如何なる理由によっても争、はな

い。マーニアーノ〈ンダのヒンドゥ一新走とサラーカコミュニティ防御告にやその他の儀式にお互いを

招待しあったり、参加したりする。そこには宗教の壁は全く相生しな川

2.ヒンドゥー教の神々を杷る:すでに述べたように、サラーカたちは仏像と一緒にクリシュナ、ラクシ

ュミーやジャガンナータなどヒンドゥー教の神々も把っている。マーニアーバンダの近くにあるヌア

ーパートナ一例uapa伽 a)村で、ももサラーカたちがジャガンナータ三兄妹(すなわち Ja伊 m抽a

Balabhadra， Subhad.ra)を仏陀と並べて記っているのを見た。ヒンドゥー教で、ヴFイシュヌ神やクリシュ

ナ神のために用いられるトゥラシーの葉を仏陀にも捧げているとし、うことは、彼らがヒンドゥー教に

対して拒市白惑を持っていないことを示す。

3.宗派を問わなし、:サラーカたちは宗派とし、う概念に捕われてし常川先祖が大乗仏新走で、あったとし、

う伝承があるため、その子孫たちも自分たちは大乗仏教徒であると主張しているが、実際上はパーリ

語の経典を唱え、テーラヴ、ァーダ式の供養方j去を行なっている。しかし、彼らはそれがテーラヴァー

ダ式であることすらも認識していなしL

4. 新仏新走と異なる考え:Navayanaの信徒たちのためにアンベードカノレは22の塾、を規定した。その

12 1踊と花嫁の手を結びこれからの人生を共に過ごすことを誓う儀式
13護摩を拠、て、火の神を証人とし、その前に対吊として誓う儀式
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内9つは本論文に闘系していると思われるので、以下にそれらを取り上げるlt

1.私はブラフマ一、ヴィシュヌ、マヘーシュ(シヴァ)を神と認めないし、また崇拝もしなし、。

2. 私はラーマとクリシュナを神とは認めないし、また崇拝もしない。

3. 私はガウリーやガナパティのようなヒンドゥー=パンテオンの男神・女神のいずれを神とは認め

ないし、崇拝もしなし、。

アヴァタ ラ

4. 私は化身併申々が化身となって現われるという信仰)を信じなし、。

5.私はブッダが神の化身で、あること、すなわち彼がヴィシュヌのアヴァターラであることを信じな

し、。逆に私は、それは偽りの宣伝であると考える。

シュラーッダ ピンダ

6. 私は祖霊祭15を行なわないし、祭餅16をそなえることもしなし、。

8.私はし、かなる儀式キ療式も、バラモンの手によって執り行なわせることをしない。

19.不平等主義に立ち、若き日の私の進歩の妨げとなったヒンドゥー=ダツレマを、私は告発し、また

掛色する。そして私は仏陀のダッマを選ぶ。

20.私は仏教こそが唯一の真の宗教であると確信する。

サラーカコミュニティはこのような排他性の考え方に全く賛同しない。 これらの誓いを一切しないと

いうことで自分たちは新仏新社は異なる荷主であると主張してしも。

さらに、新仏新走とは異例、サラーカたちは仏新走になるための入門戎位向を行なわない。

主仏教徒としてのアイデンティティを捨てなし、:表面上はサラーカたちはヒンドゥー教徒となんら変わ

りのなし、生活を送っているように見えるが、一樹踏み込んで中を司跡、てみると、そこに彼らの仏新走

としてのアイデンティティがあるのは明白である。例としてあげると、結婚式はオリッサにおけるヒ

ンドゥ一新走の家庭で行なわれる結矧義式と同じであるが、サラーカたちの場合は、必ず仏陶2式場

に記られる。そして、招待客へ送られる招待状をみると、それもヒンドゥ一孝財走の招待状と全く同じ

で、そこで、はガネーシャ神やヒンドゥ一新走の結長官ヰ兄し、を象徴する樹葉がメインに描カれてし、たりす

るものの、中には仏陀、三帰依文や菩提樹の葉の樹蓑など仏聯句な象徴も必ず見られる(図10-1・図

10ー2:あるサラーカ仏教徒の結婚招待状)。

6.分南官ではなく統一→性を信じる :サラーカたちは、インドの仏教徒コミュニティであるから、インドの

大部分を占めるヒンドゥ一社会の一部であることは彼らにとって当然なことである。お互いの宗教を

14 山崎元一、 1979 年、 136~137 頁。

15鍋ddha先祖に対する供義その際にバラモンに食物を与えるやお布施をする習慣がある

16 Ps:l由.祖霊祭州共物
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尊敬し合い、平和に共存することこそが、彼らは仏陀の真の教えであると信じている。

1 バランスの良い融合性:上述の中世から使われているお経の文を考察すオぽ、オリッサの寸帯申ジャ

ガンナータと仏陀は斬子して描カれている。前者が上位を占め後者が下位を占めているとは言えない。

ヒンドゥー教lこ仏教が混ざってしまってしもとし、うよりも、両教の美しし、融合が見られる。

8. ヒンドゥ一社会による勧旦:他宗教の人はプリ~~こあるジャガンナータ都完に入ることが厳しく禁じ

られてし、るが、恐らく上記のような寛容性及び包括性の特ノ教を保って市腕してし、るため、サラーカた

ちは問題なく入ることができる。さらに、タンティー(機載りのカースト)はオリッサのヒンドゥ一

社会において最下層と見なされ、厳しい場合は不可触民の扱いを受けることもある。しかし、同じ機

織りのカーストに属してもサラーカたちはレ〈ウッダ・タンティーJ(仏新走の樹織り)で、あるため、

カーストによる差別の対照にならなし、。

おわりに:

サラーカたちが過去にオリッサやその周辺に住んでいた大乗仏教徒の子孫であるとし、うことを証明

できるような確かな資料は現在のところ橘忍されなしL しかし、過去十数年に渡って、この村からあま

り遠くない場所で発掘が行なわれ、 9カ所の仏教遺跡が見つかっていることから、その近辺にかつて仏

新走が宿生していたとは言えるであろう17(図11:仏新走コミュニティの村落及び仏教遺跡が発掘された

出到。

オリッサにおけるサラーカコミュニティは、宗耕句な寛容さだけではなく、ヒンドゥー教が優位を

占めるインド社会において「伝統的な仏新走」として自分たちのアイデ、ンティティを悩涜しているとし、

う視郎通らみても、最も適切な事例であろう。彼らは仏新走であるが、ヒンドゥー教の神々を崇拝する

ことをも鷹跨しない。彼らは自らを規毛仏新走の子孫であると信じているが、テーラヴァーダの経典を

唱えることやテーラヴァーダ様式の儀式を行なうことにも抵抗を感じなし、。他宗教だけではなく、彼ら

は仏新走の中にも見られる派閥の狭し、考え方に捕われることなく、世界平和に貢献してしも理想的なコ

ミュニティを代表していると言えるであろう。
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